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社 協 だ よ り

　12 月 14 日（土）に国見町竹田津地区公民館にて３周年記念かもめ祭りが開催されました。
　竹田津くらしのサポートセンター・「かもめ」は、自分たちにできる地域課題解決に向け「居場所づ
くり（カフェ、食事会【送迎付】」、「生活支援（ちょい加勢）」の取組みを進める地域団体です。支え
合いの輪が広がっています。

※支え合い活動に興味のある方、本会までご連絡ください！

【市内での支え合い活動地区　ご紹介】

かもめ祭り♪
～皆さんと共に３周年～

社会福祉法人 国東市社会福祉協議会社会福祉法人 国東市社会福祉協議会社会福祉法人 国東市社会福祉協議会
～地域福祉活動を支援し、市民とともに歩む団体～

社協だよりには皆様よりお寄せいただいた赤い羽根共同募金の配分金が使われています
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新年のごあいさつ
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
清
々
し
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
本
会
の
各
種
事
業
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
家
族
形
態
の
変
化
や
地
域
で
の
支
え
合
い
意
識
の
低
下
な
ど
地
域
福
祉

を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域

社
会
の
「
絆
」
を
深
め
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
や
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

進
め
、
地
域
に
密
着
し
た
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り
台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
、

全
国
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
本
会
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
災
害
を
想

定
し
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
充
実
、
研
修
会
や
訓
練
を
通
じ
た
関
係
機
関

と
の
連
携
や
住
民
同
士
の
助
け
合
い
等
を
通
じ
た
共
助
の
体
制
づ
く
り
に
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
国
東
市
か
ら
の
受
託
事
業
で
あ
る
、「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
を
支
え
る
事
業
と
し
て
住
民
の
皆
様
と
共
に
考
え
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
推
進
の
中
核
を
担
う
団
体
と
し
て
、
多
様
化
す
る
福

祉
課
題
に
向
き
合
い
、
そ
し
て
ま
た
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
事
業
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
三
河
明
史

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

●
模
範
介
護
者

　
【
武
蔵
町
】
津　

崎　

ト
シ
コ

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

●
社
会
福
祉
事
業
奉
仕
者

　
【
国
見
町
】
佐　

藤　

す
ゞ
子

●
社
会
福
祉
事
業
奉
仕
団
体

　
【
国
東
町
】
日
吉
屋
一
座

　
【
国
東
町
】
浜
陽
和
み
会

　
【
市
内
全
域
】
国
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

訪
問
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
社
会
福
祉
事
業
協
力
者

　
【
国
見
町
】
小　

串　

ス
ミ
子

　
【
国
東
町
】
井　

手　

俊　

郎

　
【
国
東
町
】
平　

田　

昌　

子

　
【
国
東
町
】
村　

上　

義　

浩

　
【
国
東
町
】
北　

崎　

泰　

彦

　
【
国
東
町
】
木　

戸　

ユ
ミ
子

　
【
国
東
町
】
德　

田　

勝　

洋

　
【
国
東
町
】
清　

廣　

佳　

伸

　
【
武
蔵
町
】
橘　
　
　
　
　

猛

　
【
武
蔵
町
】
佐　

藤　
　
　

司

　
【
武
蔵
町
】
菊　

本　

満　

歳

　
【
安
岐
町
】
後　

藤　

哲　

男

　
【
安
岐
町
】
江　

藤　

大　

輔

　
【
神
奈
川
県
】
長　

野　

敏　

幸

　
　
　
　
　
　
　

※
掲
載
辞
退
者
５
名

●
社
会
福
祉
事
業
協
力
団
体

　
【
国
東
町
】
く
に
さ
き
カ
ラ
オ
ケ
同
好
連
盟

　
【
安
岐
町
】
安
岐
小
学
校
児
童
会

国
東
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
【
国
見
町
】
西
方
寺
老
人
ク
ラ
ブ

　
【
国
東
町
】
深
江
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
【
国
東
町
】
成
仏
老
人
ク
ラ
ブ

　
【
武
蔵
町
】
南
糸
原
老
人
ク
ラ
ブ

　
【
安
岐
町
】
沢
掛
老
人
ク
ラ
ブ

●
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者

　
【
国
見
町
】
松　

村　
　
　

勝

　
【
国
見
町
】
戸　

倉　

弘　

美

　
【
国
見
町
】
山　

際　

義　

和

　
【
国
東
町
】
友　

成　

和　

子※
敬
称
略
順
不
同

福祉ふれあい
スポーツ大会 令和元年度

くにさき福祉のつどい
表彰者一覧
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令和元年度
くにさき
福祉のつどい

福祉ふれあい
スポーツ大会
今年も国見、国東、安岐地区で
ふれあいスポーツ大会が賑やか

に開催されました。

10
月
12
日
（
土
）、
武
蔵
セ
ン
ト

ラ
ル
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
地
域
で

考
え
る
防
災
活
動
」
を
テ
ー
マ
に
、

「
令
和
元
年
度　

く
に
さ
き
福
祉

の
つ
ど
い
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
関
係
功
労
者
等
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
安
岐
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演

奏
や
手
話
サ
ー
ク
ル
菜
の
花
と
国

東
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
始
め
皆
さ
ん
の
協
力
で
賑

や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、（『
住
民
共
助
に

よ
る
避
難
所
運
営
〜
熊
本
地
震
か

ら
の
教
訓
〜
』
と
題
し
、
熊
本
県

阿
蘇
郡
西
原
村
議
会
議
員
の
堀
田

直
孝
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国見地区：歩く姿はペンギン ♪みんなで準備体操♪1.2.3.4♪

国東地区：  田深老人クラブ会長
　　　　　後藤さんによる選手宣誓

安岐地区：小学生等協力競技☆
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１．はじめに《「何が出来るのか？」を模索》
　急激な少子超高齢化社会の到来、ひとり暮らし世帯の増加といった社会構造の変化や介護保険制度改正により、今後、
福祉サービスの提供が今よりも厳しさを増していく中、来浦地域においても、顔と顔が見える「地域の支え合い
体制づくり」《住民同士の支え合い活動》が重要になってきます。
　そこで、以前実施していた【百円レストラン】に準じて、地域住民の方々の交流や楽しみの場としての事業を
推進したいと考え、その歩を進める事に致しました。

２．『地域支援部』の新設

　《公民館活動推進会議》で、【地域支援部】の新設と支援活動推進を提案し、了承されました。今後の進め方について、
『社会福祉協議会福祉支援課』に、館長・部長で相談に伺いました。その席上、まず一歩として、《来浦でも、【生
活支援講演会】を実施したら》という方向になりました。

３．【 生活支援講演会 】開催　と《 描く『今後の方向性』 》
　10月29日（火）。【講演会】当日、110名もの多くの方々のご出席をいただきました。

　国東市内では６地区で地区公民館区域を中心に地域住民同士の支え合い活動を実施しています。
来浦地区では今年度から「地域支援部」を設立し、活動を推進していますのでその取組みをご紹介
します。
　来浦地区では「生活支援講演会」を支え合い活動推進の契機としています。具体的な活動や指針
はこれから決定していきますが、地域住民の皆さんと「話し合い」ながら推進していきますので、
皆さんのご支援・ご協力をお願いします。

○【地域支援部】の新設。
※「地域支援部長」を核に、構想推進。
☆‌‌地域に住む70歳以上の方の為の、
　【徠渓レストラン】（仮称）の立上げ。

◇‌‌「徠渓レストラン」（仮称）実施。《5品程
の定食形式》で美味しい料理を食べ、人と
話すことで介護予防の一助に

　講演後の【アンケート】では、ありがたいことに《82名の方の回答》を頂き、その91％の方々が、『住民同士の支え合いの仕
組みづくり』が必要と感じられており、「活動に参加したい」と思われている方が、38％もおられ、大変心強く感じております。
　今後の方向性として、〔地域の皆様のニーズを基に、運動・話し相手・食事・買い物支援　等〕の支援活動誕生に向け、話し合
いの歩を進める予定です。

『市高齢者支援課』・『社会福祉協議会』との連携

来浦地区公民館　館 長　岡原　詔浩

《来浦地区公民館活動推進会議》 『料理ボランティア』募集

令和『徠
ら い

渓
け い

の郷 支援の和』誕生に向けての軌跡

了
　
承

調 整

～「支え合い」で、くらしと地域を元気に～
国民健康保険中央会理事長　原 勝則　氏

☆様々な団体、組織が補い合い一つの力にすることが大切。
☆すべては住民同士の話し合いからはじまる。

講 演 ～「支え合い」で、くらしと地域を元気に～
国民健康保険中央会理事長　原 勝則　氏

☆様々な団体、組織が補い合い一つの力にすることが大切。
☆すべては住民同士の話し合いからはじまる。

講 演 ～旭日地区の「支え合い活動」の実際～
里づくり旭日ネットワーク協議会会長　山本 泰光　氏

◎‌‌「地域住民や組織との協力、意見交換しながら、支え合
い活動を推進」の経緯の説明。

（記事についての問合せ）
国東市社会福祉協議会

福祉支援課
℡0978-64-7100

活 動

生活支援講演会の様子
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こ
の
度
、
12
月
１
日
付

け
で
、
厚
生
労
働
大
臣
よ

り「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

改
選
期
を
迎
え
、再
任
・

新
任
委
員
合
わ
せ
て
119
名

の
３
年
間
の
任
期
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。再
任
・

新
任
を
問
わ
ず
、
全
員
職
責
の
重
大
さ
を
認
識
し
、

気
を
引
き
締
め
て
職
務
の
遂
行
に
あ
た
る
所
存
で
す
。

　

民
生
委
員
活
動
は
、
地
域
の
子
ど
も
や
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
困
難
を
抱
え
て
い
る
方
等
の
訪
問
活

動
で
、
困
り
や
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
ら
、
し
っ

か
り
と
相
談
に
応
じ
、
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と

が
主
た
る
務
め
で
す
。

　

民
生
委
員
活
動
で
携
わ
っ
た
困
り
の
多
く
は
、（
人

間
関
係
の
稀
薄
化
に
よ
る
の
か
）「
隣
近
所
の
ト
ラ

ブ
ル
」
で
し
た
。
近
年
は
、
少
子
化
、
高
齢
化
の

波
が
否
応
な
く
押
し
寄
せ
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
認
知
症
の
方
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
反
対
に
、

子
ど
も
の
数
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
き
、「
子
ど
も

の
貧
困
」
も
大
き
な
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
問
題
に
対
応
し
て
い
こ
う
と

す
る
取
組
み
が
地
域
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て

既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
活
動
・
相
談
、
買
い
物
・
お
出
か
け
支
援
、

ち
ょ
い
加
勢
支
援
な
ど
の
即
応
的
な
対
応
、
元
気

ア
ッ
プ
体
操
や
サ
ロ
ン
、
ラ
ン
チ
や
カ
フ
ェ
等
の

予
防
的
な
対
応
に
よ
る
地
域
の
人
々
の
絆
づ
く
り

が
進
ん
で
い
て
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

国
東
市
「
民
児
連
」
の
一
同
が
手
を
携
え
て
、

市
民
の
困
り
や
悩
み
の
相
談
、
支
援
活
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。大

上　

文
紘

く
に
さ
き
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
は
、
障
が
い
を
持
つ

子
供
の
親
た
ち
が
、
交
流
を
持
つ
事
を
目
的
と
し
た
会

で
す
。

決
し
て
堅
苦
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
に
何

度
か
茶
話
会
を
開
い
て
情
報
を
交
換
し
た
り
、
悩
み
な

ど
を
言
い
あ
っ
た
り
し
て
気
持
ち
を
共
有
で
き
る
場
を

作
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
を
担
当
さ
れ
る
教
員
の
方
々
と

合
同
で
交
流
会
を
開
い
た
り
、
教
育
委
員
会
や
福
祉
課
の
方
々
と
の
簡
単
な

意
見
交
換
会
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
供
へ
の
対
応
に
悩
ん
で
孤
立
し
て
し
ま
い
が
ち
な
親
の
憩
い
の
場
と
し

て
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
　
代
表　
寺
岡　
剛

　
　
　
　
　
０
９
０
–
９
７
２
１
–
１
１
３
６

・
茶
話
会　

　
日　
時　
令
和
２
年
２
月
７
日(

金)

14
時
〜

　
場　
所　
ア
ス
ト
く
に
さ
き　
２
階
和
室

　
申
込
み　
当
日
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　　
　
　
　
　
　

・
映
画
「
み
ん
な
の
学
校
」
で
お
な
じ
み
木
村
泰
子
氏
と
語
る
会

　
内　
容　
木
村
泰
子
氏
の
講
演
及
び
座
談
会

　
日　
時　
令
和
２
年
３
月
25
日
（
水
）
14
時
〜　

　
場　
所　
杵
築
市
文
化
体
育
館

　
申
込
み　
０
９
０︲

９
７
２
１︲

１
１
3
６
（
寺
岡
）

国東市「民児連」を宜しくお願いします

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

今
後
の
活
動

会　
長

大
上　

文
紘

副
会
長

髙
橋　

訓
信

藤
本　

節
子

灘
波　

修
一

軸
丸　

和
典

監　
事

永
井　

俊
道

清
原　

正
義

理　
事

松
坂　

義
正

髙
井　

明
德

小
笠
原
玉
代

上
野
千
惠
子

一
丸
由
美
子

伊
藤　

尊
和

伊
藤　

幸
夫

本
多　

惠
子

峯　
　

榮
揮
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会 長
日吉屋 源治　さん

国東市ボランティア・市民活動センターより
　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
国
東
市
内
の
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
の
最
新
の
活
動
状
況
等
を
把
握
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
手
助
け
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
よ
り
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
登
録
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
は
国

東
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
国
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
９
７
８
‐
６
８
‐
１
９
７
６

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
　
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
︒

新たなボランティア団体を立ち

上げたい方も本会までお問い合

わせください☆

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
紹
介

日
　
吉
　
屋
　
一
　
座

国東市

　

日
吉
屋
一
座
は
約
30
名
の
会
員
で
活
動
を

開
始
し
て
か
ら
約
８
年
に
な
り
、
公
演
回
数

も
延
５
０
０
回
を
達
成
し
ま
し
た
。
市
内
の

施
設
（
老
人
ホ
ー
ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
や

サ
ロ
ン
等
に
行
き
、
メ
ン
バ
ー
の
特
技
を
生

か
し
た
カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
等

を
披
露
し
な
が
ら
慰
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
元
気
を
お
届
け
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
逆
に
元
気
を
も
ら
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
月
行
っ
て
い
る
施
設

も
あ
り
顔
な
じ
み
に
会
う
こ
と
も
楽
し
み
で
す
。

　

毎
回
メ
ン
バ
ー
の
日
程
を
調
整
し
な
が
ら
、

月
に
２
回
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
一
人
で

演
目
を
す
る
の
で
は
な
く
、
歌
と
踊
り
を
組

み
合
わ
せ
た
り
、
全
員
で
踊
っ
た
り
と
中
身

を
濃
く
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
（
日
吉
屋
源
治
）

　
０
9
０
–
１
８
７
１
–
７
８
６
４

　
７
２
–
２
２
３
３

皆さんの声かけを
お待ちしてます。
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善意の気持ちをありがとうございました
国東市社会福祉協議会へ次の方々から心温まるご寄付をいただきました。皆様のご厚情に対しまして厚くお

礼申し上げます。故人のご冥福をお祈り申し上げます。（掲載に同意された方のみご紹介しております。）

寄付期間（９月１日～11月30日受付分）

（地区） （寄付者名） （故人名） 　（金額）
国見町 髙　原　　　篤 様（故 博明 様） 金一封

松　岡　重　幸 様（故 スエノ 様） 金一封
北　川　浩　敏 様（故 恒則 様） 100,000円
藤　畑　定　生 様（故 ハルヱ 様） 金一封
岐　部　真智子 様（故 繁子 様） 金一封
磯　崎　孝　一 様（故 友孝 様） 金一封
川　井　昭　夫 様（故 サダ子 様） 金一封
田　辺　泰　秀 様（故 カノエ 様） 金一封
延　永　キミエ 様（故 勉 様） 金一封
道　重　　　保 様（故 清香 様） 金一封
國　廣　祐　介 様（故 好子 様） 金一封

国東町 熊　野　昭　六 様（故 美代子 様） 金一封
山　田　久美子 様（故 光亜 様） 20,000円
廣　峯　興　次 様（故 藤野花江 様） 金一封
山　下　幾　生 様（故 スズ子 様） 金一封
堀　池　泉太郎 様（故 冨貴子 様） 金一封
大　田　直　美 様（故 靜江 様） 金一封
末　綱　富久雄 様（故 智 様） 金一封
肝　付　修　一 様（故 惇 様） 金一封

（地区） （寄付者名） （故人名） 　　  （金額）
武蔵町 磯　辺　秀　子 様（故 千代子 様） 金一封

末　次　久美子 様（故 正信 様） 金一封
大　塚　定　博 様（故 カツヨ 様） 50,000円
藤　田　　　浩 様（故 義光 様） 金一封
梅　本　尚　美 様（故 トキ子 様） 金一封
中　島　直　幸 様（故 カズ子 様） 金一封
末 清　　 新 様（故 允知子 様） 金一封

安岐町 古　庄　利史郎 様（故 正昭 様） 金一封
井　門　豊　彦 様（故 信夫 様） 金一封
髙　橋　元　二 様（故 弘子 様） 50,000円
山　本　典　子 様（故 柏　マサコ 様） 金一封
長 野 　 貴 様（故 アサコ 様） 金一封
久　保　英　男 様（故 百代 様） 金一封
清　原　秀　一 様（故 アイ 様） 金一封

◇一般寄付

（地区） 　　（寄付者名） 　　    （金額）
安岐町 藤　原　史　郎 様 金一封
安岐町 丸　尾　正　喜 様 金一封

◇香典返し寄付

【お知らせ】　国東市社会福祉協議会への寄付は税額控除の対象となります

※但し、控除額は所得税額の25％が限度となります。
※税額控除対象寄付金とは、税額控除対象法人への寄付金額です。（本会は税額控除対象法人です）
※  寄付金支出額が、総所得金額等の40％に相当する金額を超える場合には、40％に相当する額が税額控除対象寄
付金となります。

　10月２・３日にみずほ教育福祉財団36回老後を豊か
にするボランティア活動資金助成事業の助成を「国東
市食生活改善推進協議会武蔵ブロック健やか会」「武蔵
ひょっとこ民話会」「豊の船くにみ」の３団体が受けま
した。当日は、実際の活動を見学されたり、今後の活
動資金や助成の在り方についての話し合いをしました。
　助成を受けられた皆さんの今後のご活動を応援いた
します。

（税額控除対象寄付金－２，０００円）×４０％＝控除対象額（所得税額から控除）

社協にお寄せいただく寄付金は地域福祉事業の財源になります。

みずほ教育福祉財団
より助成を受けました

◇物品寄付

（地区） 　　（寄付者名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （物品名）

大分市 日産プリンス大分販売株式会社　　　 様　 介護用ベッド
日産プリンス大分販売労働組合          様 　　　１台
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本　　所 国東市武蔵町古市1086-1（武蔵保健福祉センター内）（総務福祉課）６８-１９７６
（在宅福祉課）６８-０６０５【くにさきケアセンターなのはな】

国見支所 国東市国見町伊美2225-1（国見保健福祉センター内） ８２-１１０７【くにさきケアセンターたんぽぽ】
国東支所 国東市国東町浜崎2757-5（国東福祉センター内） ７４-１１５１【くにさきケアセンターな の み】
安岐支所 国東市安岐町下山口38-1（安岐老人憩いの家内） ６７-１２８３【くにさきケアセンターやすらぎ】

（福祉支援課）６４-７１００（令和元年度より変更）

～　ご　案　内　～
日常生活において、法律に関わる問題や身近な困りごとができた際にご利用ください。

社会福祉法人　国東市社会福祉協議会

【弁 護 士】　２月26日（水）国東会場１０：００～１２：００　
　　　　　　　　　　　　　 国見会場１３：３０～１５：３０　

○   希望する会場へお問合せください。各会場に定員（８名）があり申込順となります。
【お問合せ・お申込み先】　国見会場：℡82-1107　　国東会場：℡74-1151

※  募金等の詳細につきましては4月発行予定の共同募金だよりにて
報告します。

お
問
合
せ

無　　料
法律相談

　

令
和
元
年
11
月
13
日
（
水
）
武
蔵
町
、
11

月
14
日
（
木
）
国
東
町
に
て
「
救
命
救
急

講
習
（
入
門
）」
が
あ
り
、
社
協
職
員
約
70

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
東
市
消
防
署
の
職
員
を
講
師
に
招
き
、

心
肺
蘇
生
法
の
手
順
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
実
際
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
い
、救
命
救
急
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
今
、
救
命
救
急
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
目
に
す

る
機
会
は
増
え
た
も
の
の
、
い
ざ
と
い
う
時
、

訓
練
通
り
に
行
動
で
き
る
の
か
と
い
う
不

安
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
も
定
期
的
に

講
習
を
受
け
て
、
現
場
に
遭
遇
し
た
場
合
、

冷
静
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
歳
末
募
金
に
は
約
20
年
前
か
ら
毎
年「
世
界
一
幸
せ
者
」

と
い
う
匿
名
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
東
市
は
、
そ
ん
な
た
く
さ
ん
の
温
か
い
気
持
ち
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」

今
年
も
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

に
戸
別
募
金
を
始
め
多
く
の
方
々

か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

助
け
ら
れ
る
命
を
救
お
う
！

救
命
救
急
講
習(

入
門)

令
和
元
年
11
月
13
・
14
日

武蔵町仏教会 安岐中央小学校




